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I 序に代えて

農学部は 19 9 2年度から新体制で再出発した。これにともない学科も旧 8学科から生

物資源科学科、応用生命科学科、生物機能化学科、森林科学科、畜産科学科、農業工学科、

農業経済学科の 7学科に再編成された。しかし、実際に学生がくるのは 19 9 3年 10月

からであり、それに向けて準備中である。引き続き、委員会を結成して大学院改革の具体

案作成に着手している。ここでは植物園を含めた附属施設の大学院の中での位置付けが、

大きな問題のひとつであり、農学部附属施設長会議の検討課題でもある。一方、 19 9 5 

年度からの大学入試試験では学部縦割り制になり、大学は大きな変革期を迎えているとい

える。

本植物園においても、ようやく植物園規程が施行されたが、規程にうたわれている植物

園運営委員会内規が 19 9 3年4月より施行され、第 1回運営委員会の開催に向けて委員

の委嘱が行われつつある。植物園と付かず離れずの関係にある農学部附属博物館も内規が

定められ、また博物館長は植物園運営委員会委員であることから、両者の関係はより一層

緊密なものとなるであろう。

懸案であった宮部金吾記念館は正式に命名され、平塚直秀先生の揮事により彫り看板が

掲げられ、 9月 15日より一般公開された。なかには初代植物園長であった宮部金吾博士

の遺品が展示されている。本記念館は、子息一郎氏のご好意により遺品が寄贈されたのを

機に、大学、農学部、札幌同窓会の支援を得て実現したものである。

研究・教育に関しては、植物園の役割のひとつとして、当然取り上げるべきとの認識か

ら、植物の絶滅危倶種の救済・保存の研究に着手した。一方、植物園において生態学を勉

強した学生が修士課程を終了し、社会に巣立っていった。カナダのブリティッシュ・コロ

ンピア大学農学部附属植物園から本国に姉妹提携の申し入れがあった。農学部附属施設と

しては初めてのことであり、種々問題が考えられるが、地理的関係および組織的関係から

絶好の提携相手であり、積極的に受け入れる方向で検討中である。

以上のように、圏内において、大学において、また学外との関係において大きな変化を

経験しようとしている。研究・教育はもちろん、社会的責任を果たすためにも、植物園の

一層の充実が必要であり、各方面の理解をのぞんでやまない。

1 9 9 3年4月29日

園 長 生 越 明
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II - 1 導入植物

1 9 9 2年 1月から 12月までの 1年聞に導入した植物、合計 56属 81種くうち未同

定2種）について、

( 1 ）採集によるもの

( 2 ）寄贈によるもの

iこ分けて次にリストアップした。

( 1 ）採集によるもの

5月26日 勇払郡鵡川町、浦河郡浦河町

Cercid砂hyllumja戸川icum

Polenumium caeruleum subsp. yezoense 

Primu/a jesoana 

P. sieboldii 

Rorip仰 sylvestris

5月27日 幌泉郡えりも町、帯広市、

十勝郡浦幌町、白糠郡白糠町

Anemone amurensis 

A. dicho伽 na

Astilbe plat）少hylla

Barbarea vu/garis 

Chosenia arbut扮Lia

Popul悶 maxinwwiczii
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カツラ

採集者高橋英樹

富士田裕子

川端清見

菊沢裕二

津久井孝博

稲JII 博紀

エゾノノ、ナシノフ、

ミヤマハナシノフ、

ヒダカハナシノブ

オオサクラソウ

サクラソウ

キレパ、イヌカーラシ

採集者向上

ウラホロイチゲ

フタマタイチゲ

モミジバショウマ、

サルルショウマ

ハルザキヤマガラシ

ケショウヤナギ

ドロヤナギ、ドロノキ



Sikne armeria 

S争iraeasalicifolia 

Stellaria bzmgeana 

Toisusu uγbaniana 

5月28日 厚岸郡浜中町、根室市

白chleariaobkmgifolia 

Fト'll-gariayezoensis 

Iris se』osa

Pedたularisschistostegia 

Primula jesoana var.ρubescens 

fモjesoanavar.仰bescensform. a/bi.flora 

P. nwdesta var. f auriei 

Ribes latifolium 

R. sachalinense 

( 2）寄贈によるもの

Achillea a／；がm subsp. ja伽 ica

Androsace khmannia,za 

Anemone h似 ticavar. jゆonica

A sylvestris 

Argyroxiphium macr£吃ψhalum

Arpophyllum giganteum 

Bupleuntm IJ'iraediatum 

白 llianthemummiyabeanum 

Omms suecica 

O≫tusa matthwli var. yezoensis 

Dendranthema zawadskii 

か・ababorealぬ

D. sp. 

Erica camea c v. Cecilia M Beale 

E. camea cv. 1'今retozmRu勿

E. camea c v. Springwood white 

Gentiana Inルravar.仲onicasubvar. monlana 

Gladwlus仰l悶 Iris

局1drangeamacrophylla form. normalis 
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ムシトリナデシコ

ホザキシモツケ

オオハコベ、エゾノミヤマハコベ

オオパヤナギ

採集者向上

トモシリソウ

エゾノクサイチゴ

ヒオウギアヤメ

ネムロシオカーマ

エゾオオサクラソウ

シロパ、ナエゾオオサクラソウ

ユキワリコザクラ

エソeスク．リ

トガスグリ

ホロマンノコギリソウ、

キタノコギ、リソウ

トチナイソウ

ミスミソウ

パイカイチゲ、

マツユキオキナグサ

ギンケンソウ

レフ’ンサイコ

ヒダカソウ

エゾゴゼンタチノfナ

サクラソウモドキ

イワギク、ピレオギク

エゾイヌナズナ

エゾオヤマリンドウ

野生グラジオラス

ガクアジサイ



局1/ote／，φhiumcautico/um 

Iris gr，町 ili》es

Lagot必takedana

uonto.仰diumhayachinense var. miyabea,mm 

L kurilense 

Minuartia arctica var. hondoensis 

Novosieversia glacia/is 

め国asinensis 

Orchis aristata 

Orostachys sp. 

Oxygnψhis glacialis 

Oxytropis hidaka－”um tan a 

Patrinia silnrica 

Phyllodoce caeru/,ea 

Potentilla miyabei 

P. nivea var. camtschatica 

Primula hidakana var. kamuiana 

P. jesomza var. pubescens 

P. modesta var. matsumurae 

P. sorachiana 

Pseud-0/ysimachum schmidtia,mm var. yezo-alpimmz 

Pulsatilla pakns 

R加diolarosea 

Sax俳句。 ceniua

S. cherlerinides var. rebunshirensis 

丘fortuneivar. inciso/obata 

S. fortunei var. inciso/obata 

Sc，仰 宮 側erarebunensis 

Si/,ene keiskei var. akaishia砂ina

Spathoglottis ixioidιs 

Ste/laria long扮Lia

S. ruscifo/ia 

Stewartia monadelpha 

Syri，ぽa叩 /garisCV. General Sheru加z

Thiaゆ.ja仰nicum

均1uJaCV.αwmea 

Viola brevistipulata var. laciniata 

V. crassa 

1えyubariana
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ヒダカミセパヤ

ヒメシャカe

ユウパリソウ

オオヒラウスユキソウ

チシマウスユキソウ

タカネツメクサ

ハクサンチドリ

ヒダカミヤマノエンドウ

チシマキンレイカ

エゾノツガザクラ

メアカンキンノぜイ

ウラジロキンノぜイ

カムイコザ、クラ

エゾオオサクラソウ

レプンコザ、クラ

ソラチコザクラ

エゾミヤマクヮヵータ

イワベンケイ

ムカゴユキノシタ

シコタンソウ

ダイモンジソウ

ダイモンジソウ（ウラベニ）

フタナミソウ

タカネビランジ

ナカ。パ、ツメクサ

シコタンハコベ

ヒメシャラ

タカネグンノぜイ

フギレオオパ、キスミレ

タカネスミレ

シソパキスミレ

（簾内恵子）



II -2 標本室

1 交換事業(1992.4-1993. 3) 

標本館略称 発送 受領

TUS 、、a
，，

n
H
V
 

－E
よ

．
 

円，f－
 

ny孔
M

ハ
wu

nuJW 

－E
A
 

，，E

、
n
J
b
 

内
有
H
V

－E
E

－－
 

TUS: Biological Institute, Faculty of Science, Tohoku University, Sendai, 

JAPAN 

2 標本室利用実績(1992.4-1993. 3) 

利用者 所属 日付

細川音治 弟子屈町郷土研究会 1992.4.20 

高嶋八千代釧路市立博物館 1992.4.28 

紺野康夫 帯広畜産大学 1992.11.5 

三浦忠一 国立衛生試験所

北海道薬用植物栽培試験場 1992.12.24 

松井洋 札幌星園高等学校 1992.12.24 

（高橋英樹）

-5-



]I - 3 図書室

購入図書

（単行本）

札幌の植物一目録と分布表

新版山形県の植物誌

神奈川県植物誌

日本の野生植物 シダ篇

自然環境保全基礎調査植物目録

日本植物群落図説

北海道洋ラン栽培のすべて

世界の野生蘭 Vol. 8 （パンダ・ファレノプシス）

理科年表 1993 

中国植物志 Vol. 13-1. 34-2, 51. 55-3, 57-3, 61 

雲南植物志 Vol. 5 

広東植物志 Vol. 2 

漸江植物志 Vol. 5 

中国大興安嶺植被

中国砂漠植物志 Vol. 3 

Illustrierte Flora von Mitteleuropa Band. VI. Teil 1. 4 

Orchid Monographs Vol. 6 

（雑誌）

植物の自然、誌プランタ 第19-24号

中国植物 学報 Vol. 34, No. 1-12 

植物研究 Vol. 12, No. 1-4 

植物分類学報 Vol. 30, No. 1-6 

雲南植物研究 Vol. 14, No. 1-4 

The Kew Magazine Vol. 9, Part. 1-4 

Grana Vol. 31. No. 1-4 
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移管図書 Nov. 20. 1992 農学部植物学教室より移管分

飯柴永吉

，， 

伊藤圭助

伊藤武夫
，， 

宇井縫蔵

大阪営林局編

奥山春季

上村登

樺太庁

樺太林業史編纂会

舘 脇操 監

北村四郎

編

九州大学農学部植物学教室

工藤浦九郎

河本台鉱

斉田功太郎

，， 

斉藤義三郎

佐藤潤平

志田義秀・田中徹翁共編

修 園甫

生物学御研究所編

台湾総督府（川上滝弥）

（早田文蔵）

武田久吉

竹 中要

舘脇操

(Yamamoto. Y.) 

田中芳男・小野職葱

田辺和雄

朝鮮総督府（中井猛之進編）

寺崎留吉

万江書院・白鳳社・

内務省・文部省

日本産駕類総説 1929 

日本産薄類の分類（続日本産蘇類総説） 1932 

日本産物志目録（手書きカード貼り付け） 年代不明

台湾植物図説正、続 1927-1928

三重県植物誌上、下 1932

紀州植物誌 1929 

高山と高山植物（日本中部〉 1937 

日本高山植物図鑑 1966 

土佐の植物 1944 

樺太森林調査書 1910 

樺太林業史 1960 

川代善一遺稿集 北見の植物とともに 19 6 5 

原色日本植物図鑑草本 i～3 1959-1964 

滋賀県植物誌 1968 

福岡及其近郊植物目録 1925 

熱帯植物写真集 Vol. 1～6 1943 

朝鮮森林植物図説 1943 

大日本普通植物誌 1900 

内外普通植物誌下等植物篇 1910 

類似植物採取分類鑑定総覧 1928 

満州水草図譜 1942 

日本植物図鑑ニ準拠セル植物名嚢 1929 

神農本草経読発行年不明

那須の植物 1962 

台湾植物目録 1910 

台湾植物図譜

Vol. 1. 3～6, 6付録（総索引） • 7～10 1911-1921 

続台湾植物図譜 Vol. 3 1927 

原色日本高山植物図鑑増訂版正、続 1969

日本高山植物概論 1934 

北海道庁種畜場真駒内の植物学的調査報告 1933 

草木図説目録草部 1874 

原色高山植物 1956 

朝鮮森林植物編

Vol. 1～3. 6～8, 10. 11. 14. 16～22 1915-1939 

日本植物図譜正、続 1933-1938 

天然記念物調査報告

植物之部 Vol. 1～3, 6～1 1. 13～20 1925-1943 



東京府土木部

東照宮編

日本の植物刊行会

早田文蔵

槍山庫三

本田正次

，， 

本田正次・清棲幸保

本田正次・向坂道治
，，，， 

本田正次・飛田鹿

前原勘次郎

牧野富太郎

，， 
，， 
，， 

，， 

牧野富太郎・田中貢ー

牧野富太郎・根本莞爾

，， ，， 

正宗巌敬

，， 

松村任三
，， 

，， 

松村任三・三好学

松村義春

満鉄中等教育研究会

博物分科会編

南満州鉄道株式会社中央研究所

，， 調査部編

宮部金吾・三宅勉

三好学・牧野富太郎

村井三郎

村田想麿

村山醸造

矢田部良吉

山形県北村山郡郷土研究会編

動物之部 Vol. 1～2 1925-1932 

地質鉱物之部 Vol. 1～4 1926-1930 

武蔵野の植物 1937 

日光の植物と動物 1936 

日本の植物 Vol. 8 （単子葉植物 2) 1969 

植物分類学 Vol. 1～2 1933-1935 

武蔵野植物記 1953 

日本植物名嚢 1939 

植物文化財 天然記念物・植物 1957 

原色高山植物 1953 

本田向坂大綱日本植物分類学 1930 

本田向坂大綱日本植物分類表 1931 

霧ケ峯の植物 1941 

南肥植物誌 1931 

新撰日本植物図説 Vol. 1～2, No. 1-5, 7 1899-1902 

牧野日本植物図鑑 1940 

改訂版 1951 

増補版 1959 

牧野新日本植物図鑑 1961 

科属検索日本植物志 1928, 1944 

日本植物総覧 1925 
，， 訂正増補 1931 

最新台湾植物総目録 1936 

植物地理学新考 1956 

改正増補植物名量 1897, 1906 

改訂植物名嚢前編漢名之部 1915

後編和名之部 1916, 1922 

新撰日本植物図説 Vol. 1～2. No. 1-4 1899-1901 

三輪山植物目録（奈良県） 1928 

満州植物目録 1930 

南満州植物目録 1912 

満州植物の寒地園芸的価値 1943 

樺太植物誌 1915 

日本高山植物図譜 Vol. 2 1908 

岩手植物誌 1930 

土名対照鮮満植物字嚢 1932 

満州の森林と其自然的構成 1943 

日本植物編 Vol. 1 1900 

山形県北村山郡郷土植物誌 1940 
-8一



山鳥吉五郎

横田廉ー

横山春男

Akademiya Nauk SSSR 
，， 

，， 

Audas, J. W. 

Bamber, C. J. 

Bel val, H. 
，， ed. 

Beris, J. F. 

Braun-Blanquet, J. 

Bretschneider, M. D. 

Britton, N. L. 

Brown, S. 

Core, E. L. 

Craib, W. G. 

De Charencey, H. 

Degener, 0. 

Engler, A. 

，， ed. 

六甲山の植物 1944 

満州農業地理 1972 

晋州府晋陽部植物小誌

野生高等植物予報（朝鮮） 1941 

コーカサス地方の樹木誌（ロシア語） 19 6 5 

ムルマンスク地方のフロラ（ロシア語） Vol. 1～5 

1953-1966 

ヤクーツク中央部の移入植物（ロシア語） 1965 

A Naturalist at Mount Rosea 

(Australia, Mt. Roseaの植物） 1922 

Plants of the Punjab (India, Pakistan) 1916 

Contribution a la Flore du Kiang-Sou (China) 1931 

Flore de la Region Montagneuse du Ngan-Hoei 

(China) 1933 

British Plants -Their Biology and Ecology 1920 

Flora von Graubunden (Switzerland) 1932 

Botanicon Sinicum (China) （復刻版） Vol. 1～3 1937 

Manual of the Flora of the Northern States 

and Canada 1901 

Alpine Flora of the Canadian Rocky Mountains 1907 

Plant Taxonomy 1955 

Florae Siamensis Enumeratio (Thailand) 

Vol. 1, No. 2-4, Vol. 2, No. 1-5 1926-1939 

Recherches sur la Flore Aino 

（アイヌ植物調査） 1873 

Flora Hawaiiensis or the New Illustrated Flora 

of the Hawaiian Island Vol. 1～2 1932-1933 

Die Naturl ichen Pflanzenfami 1 ien （植物の科）

増補E，分冊 1, 2, 4 1914-1915 

Das Pflanzenreich （植物界）

ill 1911 

IV -1, 5, 8-16, 20, 23, 32, 36, 38, 42, 43, 45-

48, 50, 56, 61, 68, 75, 76, 83, 94, 105, 110-

112, 116, 117, 130, 131, 134, 141, 147, 163, 

165, 193, 216, 220, 225, 228, 229, 236, 241-

243, 251, 252, 257, 261, 275, 277, 278, 280 

1900-1936 

Ewart, A. J. & Davies, 0. B. The Flora of the Northern Territory (Australia) 

1917 

Fairchild, D. G. Three New Plant Introductions from Japan 1903 
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Felippone, F. 

Fernandes, A. 

Fitzpatrick, J. F. 

Gandoger. M. 

Garcke, A. 

Gi I let, M. & Magne, J. 

Gosswei ler, J. 

Gray, A. 
，， 

Grosglim, A. 

Haberlandt, G. 

Hara, Hiroshi 

Haskin. L. 

Hayata, Bunzo 

，， 

Heywood, V. H. ed. 

Hooker, J. D. 

Hori kawa, Yoshio 

Howel 1. T. 

Kitamura, Siro 

，， ed. 

Contribution a la Flore Bryologique de l' Uruguay 

（ウルグ了イの鷲苔植物） Vol. 1～2 1909-1912 

Comptes Rendus de la JVe Reunion Pleniere 

de l' Association Pour l' etude Taxonomique de la 

Flore d' Afrique Tropicale （熱帯アフリカ植物分類

学会第4回総会（1960）報告書） 1962 

Manual of the Flowering Plants of Iowa 

Vol. 1～2 1899 

Florae Europae 1910 

lllustrierte Flora von Deutschland 1903 

Nouvelle Flore Francaise 

（フランスのフロラ情報） 1875 

Carta Fitogeografica de Angola 

（アンゴラの植物地理案内） 1939 

Gray' s New Manual of Botany 1908 

Synoptical Flora of North America 

Vol. 2, No. 1 1878 

コーカサスのフロラ（ロシア語）

Vol. 5～7 1952-1967 

Sinnesorgane im Pflanzenreich zur Perzeption 

Mechanischer Reize （植物の力学的刺激の感覚器官）

1906 

Flora of Eastern Himalaya Second Report 

(The University of Tokyo, Bulletin No. 2) 1971 

Wild Flowers of the Pacific Coast 1934 

Flora Montanae Formosae （台湾）

（東京帝国大学紀要理科 Vol. 25, No. 29) 1908 

The Vegetation of Mt. Fuji 1911 

Modern Methods in Plant Taxonomy 

(Botanical Society of British Isles Conference 

Report No. 10) 1968 

The Flora of British India Vol. 1～7 1875-1897 

Atlas of the Japanese Flora日本植物分布図譜 1972 

A Flora of Northwest America Vol. 1 1903 

Flora of Afghanistan (The Committee of The Kyoto 

University Scientific Expedition to the 

Karakoram and Hindukush) 1960 

Plants of West Pakistan and Afghanistan 

(The Committee of The Kyoto University 

Scientific Expedition to the Karakoram 

-10-



Komarov, V. L. 
，， 

，， 

，， ed. 

，， 

Kozlov, I. 

Krishtofovich, A. H. & 

Baykovskaya, T. H. 

Kuminova, A. V. ed. 

Lange, J. E. 

Lavrenko, E. M. ed. 

Lee, Shun-Ching 

Limpricht, W. 

Macoun, J. M. 

Magnus, P. 

Malyshev, L. I. 

Matsumura. J. & Hayata, B. 

，， ed. 

Maximowicz, C. J. 

Meinshausen, K. F. 

Merri 11. E. D. 

Moller, A. 

Munz. P. A. 

Neuman, J. J. 

Neumayer. von G. 

and Hindukush) 1964 

Flora Manshuriae （ロシア5苦） Vol. 3 1907 

中央アジアの植物（ロシア語） Vol. 1 1963 

コマロフ選書（ロシア語） Vol. 2～12 1947-1958 

Flora SSSR （ロシア語） Vol. 2～4, 6, 9, 10, 13～16, 

18～30, Vol. ト4Index 1934-1964 

Flora U. S. S. R. （英語版） Vol. 2, 4～6, 8～10 

1963-1971 

Etude sur les Plantes du Nord de la Chine 

de Mongolie et de Mandchourie 

( Fam. Polygalaceιs) 1933 

サハリンの化石植物（ロシア語） 1960 

エニセイ川右岸の植生（シベリア） （ロシア語〉 1971 

Flora Agaricina Danica （デンマークのハラタケ属〉

Vol l～5 1935-1938 

Geobotanika （ロシア語〉 1954 

Forest Botany of China 1935 

Botanische Reisen in den Hochgebirgen Chinas und 

Ost-Tibets 1922 

A List of the plants of the Pribilof Islands 

（ベーリング海） 1899 

Ustilagi11a/es （変形菌の別刷り 18部を合冊） 1878-1902 

南シベリアの高山植物検索図鑑（ロシア語） 1968 

Enumeratio Plantarum In lnsula Formosa （台湾植物目

録） （東京帝国大学紀要理科 No. 22) 1906 

!cones Plantarum Koisikavenses 新撰植物図編

Vol. 1. No. 2～ Vol. 4. No. 1. 3, 6 1912-1921 

Diagnoses Breves Plantarum Novarum Japonica et 

Mandshuriae (Bulletin de l’Acadimie lmperiale 

des Sciences de St. Petersboug 1866-1876 

Vol. 1) 1928 

Flora lngrica （レニングラードのフロラ）

（ドイツ語） 1878 

A Flora of Manila 1912 

Protobasid仰ザ・ceie,z （原生担子菌類、ブラジル） 1895 

Supplement to a California Flora 1968 

The Po/yj)oraceae of Wisconsin 

（ウイスコンシン州のサルノコシカケ科） 1914 

Anleitung zu Wissenschaftlichen Beobachtungen auf 

11一



Ovchinnikov, P. ed 

Pablov, N. V. ed. 

Pascher, A. 

Pool, R. J. 

Popov, M. G. 

Ridley, H. N. 

Rubel, E. 

，， ed. 

Rydberg, P. A. 

Schimper, A. F. W. 

Schmidt, J. 

Setchel 1, W. A. 

Shi sh kin, B. K. ed. 

Shreve, F. 

Solbrig, 0. T. 

Spalding, V. M. 

Reisen （学術調査入門書） Vol. 2 1906 

タジキスタンのフロラ（ロシア語）

Vol. 1～2 1957-1963 

カザフスタンのフロラ（ロシア語）

Vol. 1～2, 4～8 1956-1965 

Die Susswasser-flora Mitteleuropas 

（ヨーロッパ中部の淡水植物） 1932 

A Study of the Vegetation of the Sandhills of 

Nebraska 1913 

シベリア中部のフロラ（ロシア語）

Vol. 1～2 1957-1959 

The Flora of the Malay Peninsula 

Vol. 1～3 1922-1924 

Geobotanische Untersuchungsmethoden 

（植物地理学の調査研究方法） 1922 

Ergebnisse der Internationalen Pflanzengeographis-

chen Exkursion <lurch die Schweizeralpen 1923 （国

際植物地理学会(1923）スイスアルプスエクスカーシヨ

ン報告書） 1924 

Flora of the Prairies and Plains of 

Central North America 1932 

Die lndo-Malayische Strandflora 

（インドーマレーの海岸植物） 1891 

Flora of Koh Chang (Thailand) 1902 

Essays in Geobotany 1936 

レニングラード地域のフロラ（ロシア語）

Vol. 3 1961 

The Vegetation of a Desert Mountain Range as 

Conditioned by Climatic Factors 1915 

Principles and Methods of Plant Biosystematics 

1970 

Distribution and Movements of Desert Plants 1909 

Stafleu, F. A. & Cowan, R. S. Taxonomic Literature Vol. 3 1981 

Tatewaki, M. & Kobayashi, Y. A Contribution to the Flora of the Aleutian 

Islands 1934 

Thomas, N. The Genera of North American Plants, and a 

Thonner, F. 

Tichomirov, B. A. ed. 

To 1 machev, A. I. 

Catalogue of the Species Vol. 1 1818 

Exkursionsflora von Europa 1901 

パイカルの植物地理学的研究（ロシア語） 1967 

北極ロシアの植物（ロシア語）

-12-



，， ed. 

Torrey, J. & Gray, A. 

Traverso, G. B. 

，， 

Turrill. W. B. 

Vvedensky, A. I. 

Warburg, 0. 

Warming, E. 

Wettstein, R. 

Wiggins, I. L. 

Zacher. F. 

岩手県博物同好会

札幌農学会

札幌農林学会

札幌博物学会

植物分類地理学会

日本学術会議

日本植物学会

津村研究所

Vol. 1. 3, 4, 6 1960-1971 

ロシアの高山植物界とその利用の諸問題

（ロシア語） 1967 

A Flora of North America Vol. 1 1838-1840 

Vol. 1～2 1969 

Elenco Bibliografico della Micologia Italiana in 

Flora Ital ica Cり,PlogamaPart 1 Fungi Vol. 1. 

No. 1 （イタリアの菌類に関する著書目録） 1905 

Supplemento II All Elenco Bibliografico della 

Micologia Italiana in Flora Italica Cη,Plogama 

Part 1 Fungi Vol. 1. No. 9 （イタリアの菌類に関

する著書総目録追補 II) 1912 

Pioneer Plant Geography 1953 

ウズベキスタンのフロラ（ロシア語）

Vol. 5～6, 1961-1962 

Die Pflanzenwelt （植物界） Vol. 1 1913 

Lehrbuch der Okologischen Pflanzengeographie 

（生態学的植物地理学の手引書） 1902 

Handbuch der Systematischen Botanik 

Vol. 1～2 1923-1924 

Flora of the Galapagos Islands 1971 

Die Wichtigsten Krankheiten und Schadlinge der 

Tropischen Kulturpflanzen und ihre Bekampfung 

（熱帯の栽培植物の病害虫と防除） 1914 

岩手県植物研究 Vol. 1. No. 1 1931 

札幌農学会報 Vol. 1～8 1900-1908 

札幌農林学会報 No. 7, 8, 13, 2ト27, 29, 32, 38-40, 

43, 45, 53-64, 66, 67, 70-77, 81. 83-159 

1910-1941 

Vol. 34, No. ト3, Vol. 35, No. 1. 4, Vol. 36～38, 

No. 1-3, Vol. 39, 1941-1957 

札幌博物学会会報 Vol. 1～19 1905-1950 

植物分類、地理 Vol. 1～16 1932-1955 

Japanese Journal of Botany Vol. 1～13, No. 3, 

Vol. 14, No. 2, Vol. 15～20 1922-1975 

植物学雑誌 No. 卜 46, 59-655, 657-749, 75ト77 2. 

775-808, 810-858, 871-961. 963-990, 1009-1036 

1887-1981 

植物研究雑誌 Vol. 1～9, Vol. 11～18, No. 1. 2, 4, 5, 

-13一



養賢堂

東北大学

，， 

，， 

The Arnold Arboretum of 

7-12, Vol. 19～20, No. 2-7, Vol. 21～23, Vol. 25, 

Vol. 28, No. 10, Vol. 29, No. 2 1916-1954 

理論応用植物及動物 Vol. 1～3, No. 2, 3, 11. 

Vol. 6, No. 1, Vol. 7, No. 5, 11. 12, Vol. 8, 

No. 1-6 1933-1940 

理科報 告 生 物 学 Vol. 1～18, No. 3, Vol. 19～25, 

No. 3, Vol. 26～37, No. 2 1924-1976 

農学研究所嚢報 Vol. 1～ Vol. 5, No. 1-2, 4, 

Vol. 6～8, Vol. 9, No. 3-4, Vol. 10, No. 2～ 

Vol. 38, No. 1, Vol. 39 1949-1988 

理学部八甲田山植物実験所生態学研究 Vol. 1, No. 2 

～ Vol. 3, No. 2, Vol. 4, No. 2～ Vol. 5, Vol. 6, 

No. 2～ Vol. 7, No. 1, Vol. 8, Vol. 9, No. 3, 4, 

Vol. 13～20 1935-1985 

Harvard University, U. s. A. Journal of The Arnold Arboretum Harvard University 

Vol. 1～2, Vol. 3, No. 2～ Vol. 5, No. 1. 3-4, 

Vol. 6～ Vol. 17 1919-1936 

（簾内恵子）
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II -4 本園を利用して行われた調査・研究

藤本征司

今井正子

大原雅

渡部英昭

堀繁久

星野フサ

林英司

瀧川哲夫

石原千晶

初宿成彦

木村正人

小沼明弘

植村滋

近田文弘

池田英司

来田和人

土屋紀子

坂山志穂

渡辺大介

丸子敦子

木下慎

大沢健治

石川雅也

石田照夫

（北大・農・造林）

（北大・理・生物）

（北大・農・生物資源）

（北教大・生物）

（道環科研センター）

（静修高等学校）

（北大・農・林産）

（北大・文・行動科学）

：樹木の枝形成

: Tard i gr adaの季節消長

：日本と北米のエンレイソウ属植物の比較生活史

：ショウジョウパエの季節消長と年変動

：地表性見虫調査

：花粉サンプリング

：アサダの枝の抽出成分

：樹木の形成調査

（ジオサイエンス） ：花粉サンプリング

（北大・農・見虫体系）：見虫類の分類学的研究

〈北大・理・動物形態）：ショウジョウパエ調査

（京大・理・植物） ：オオハナウドの生態

（北大・環境） ：ブナの形態研究

（静大・理・生物） ：日本産カエデ属植物の分類学的研究

（北大・農・見虫） ：コパチ類の分類

（北大・農・造林） ：樹木の枝条形成調査

（コープ札幌・環境） ：大気汚染調査

（北大・農・造林） ：樹木の枝条形成調査

（北大・農・花舟造園〉：緑地景観評価の資料調査

（コープ札幌） : NOx調査

〈北大・環境） ：樹皮による樹種判定調査

（北大・農・花舟造園）：洋ラン類の種子・交配調査

（農水省・農生資研） ：ツツジ科花芽・枝の調査

（元サケマスふ化場） ：カイアシ類の研究

（高橋英樹）
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II -5 本園を利用して行われた実験・実習

植物分類生態学実験 農学部生物資源科学科 7名延べ 16時間

作物形態学実験 農学部生物資源科学科 7名 3時間

作物生理学実験 農学部生物資源科学科 7名 延べ 4時間

環境昆虫学実験 農学部生物資源科学科 9名 1 . 5時間

森林植物学実験 農学部森林科学科 2 0名 延べ 5時間

樹木学実習 農学部森林科学科 4 0名 1 . 5時間

樹木同定実習 農学部森林科学科 4名 延べ 4時間

農業経営情報学実習 農学部農業経済学科 1 3名 2時間

植物分類学実験 理学部生物学科 1 5名 延べ 4時間

植物学特別講義E実習 理学部生物学科 1 8名 2時間

一般生物学実習 教養部 8 0名 1時間

生物学 I実習 教養部 5 0名 1時間

その他の野外演習・研修 経済学部経営学科 1 4名 1時間

理学部物理学科 1 1名 2時間

医療技術短期大学部 4 2名 3時間

北海道情報大学 2 2名 2. 5時間

北海道武蔵女子短期大学 2 0名 1時間

北海道綜合美術専門学校 8名 1. 5時間

九州大学農学部外国人受託研修 3名 2時間

札幌地方裁判所自然科学研究会研修 8名 1時間

国際協力事業団

筑波打トナジヨナルセ 'j~ －植物遺伝資源研修 6名 1. 5時間

（簾内恵子）
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Il -6 研究用植物試料の提供

荒川克郎 （札幌百合が原公園） ：ライラックの花枝（展示資料）

長谷部光泰 （東大・理・植物園） ：ナンブソウの葉（DNA分析）

吉田尚利 （北大・薬・植物園）：キミノオンコ（国立衛生試験所

筑波薬用植物栽培試験場での成分試験〉

寺沢弘文 （第一製薬研究所） ：セイヨウイチイ（成分分析）

原康弘 〈三井石油化学工業

化学生物研究所）：セイヨウイチイ（成分分析）

涌島美也子 （札幌百合が原公園） ：シダ類（展示資料）

武田修己 （ツムラ生物化学研） ：トリカブト類（生薬研究）

杉本幸裕 （鳥取大・乾燥研セ） ：ヒロハノへピノボラズの種子・枝

（アルカロイド研究）

伊藤守夫 （静岡林業技術セ） ：クロピイタヤの種子（樹木見本園への導入）

（高橋英樹）

Il -7 スタッフによる研究成果

1 論文・調査報告書等

Fuji ta, H . • Tsuda, S. & Sato, M. 

A DCA analysis of mire vegetation on Uryu-Nurna northwestern Hokkaido, 

Japan. Ecol. Rev. 22: 137-144. (1992) 

神田房行・富士田裕子・辻井達一

ハナタネツケパナの分布 植物研究雑誌 67: 48-49. (1992) 

Takahashi. H. & Haber, E. 

Morphological variability of乃開laminor in Sweden. Asia and North 

America. J. Fae. Agr. Hokkaido Univ. 65: 275-287. (1992) 

高橋英樹・植松茂

ミツバウツギの分布北限地 植物地理分類研究 40: 32. (1992) 

高橋英樹

分類学の父リンネの植物園 ウプサラのリンネガーデン 北方山草 10: 16-19. 
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(1992) 

神田房行・高橋英樹・冨士田裕子・長谷川栄・辻井達一

「すぐれた自然地域」自然環境調査報告書（第 2部第 3節別寒辺牛湿原の植物）

15-33. 北海道保健環境部自然保護課. (1992) 

神田房行・高橋英樹・長谷川栄・辻井達一

「すぐれた自然地域」自然環境調査報告書（第3部第3節別当賀川下流域の植物〉

104-121. 北海道保健環境部自然保護課. (1992) 

高橋英樹・高嶋八千代

湿原生態系保全のためのモニタリング手法及び農用地からの影響緩和方策の確立

に関する研究中間報告書（ II第2章 釧路湿原域の高等植物相、 W第2章第3節 2

水生植物パイカモ類の分布） 14-17, 208-210. (1992) 

高橋英樹・松本秋義・新庄久志・高嶋八千代・細川音治

前田一歩園財団所有山林高等植物相 87pp. 前田一歩園財団.(1992) 

2 学会発表

冨士田裕子・佐藤雅俊・津田智

雨竜沼湿原の植生と立地

第 39会日本生態学会、名古屋(1992)

神田房行・冨士田裕子・辻井達一

厚岸ベカンベウシ川流域の高層湿原

第 39会日本生態学会、名古屋(1992)

津田智・西坂公仁子・富士田裕子・辻井達一

小清水原生花園における植生の保全に関する研究 I

火入れ時の温度変化とその後の地温の変動

第39会日本生態学会、名古屋(1992)

西坂公仁子・冨士田裕子・津田智・辻井達一

小清水原生花園における植生の保全に関する研究 H

火入れ後の植生の変化

第 39会日本生態学会、名古屋(1992)

冨士田裕子・井上京・梅田安治・辻井達一

霧多布湿原横断道路の改良工事が植生および地下水環境に及ぼした効果について

第 39会日本生態学会、名古屋(1992)

Fujita, H. & Tsujii. T. 

A study of monitoring methods for the conservation of the Kushiro mire ec-

osystem in Japan 

INTECOL' s N International Wetland Conference, Ohio, U.S. A., (1992) 

高橋英樹

千歳川と釧路湿原に生育するパイカモ類の形態と分類

第 22回日本植物分類学会、高知(1992)
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Ill - 1 草本植物のフェノロジー －開芽と枯死一

1 9 8 9年度の年報に圏内樹木の葉のフェノロジーの調査、報告を行なったが、今年度

は圏内にある草本植物、約40 0種について芽の動き始め（開芽日）から地上部が枯れる

（枯死日）までを調べた。

調査の場所は圏内の分科園を中心に行い、ロックガーデン及び高山苗圃－ A、北方民族

園－ B、草本分科園－ c、エンレイソウ園－ D、樹木園－ E、Aから E以外の圏内－ Fと

いうように 6ケ所に分けた。高山苗圃はほとんど鉢植えでそれ以外は全て地植えや自生の

ものである。

樹木に比べ草本類の開芽日は特に早春の積雪量の影響を受けやすI,）と考えられる（池の

周りや水が流れて凍らない所は除く）。今年度の積雪は平年より少なく、早い所（高山苗

園、北方民族、草本）では 3月の中旬にはなくなっていた。

図1は、開芽日に対して葉が何日ついていたかを表す（着葉期間）。 (A）は林床など

暗い所に生育する植物、 ( B）は林縁や草原など比較的明るい所に生育する植物を示す。

両者の間では際だった差はなかった。早春に開芽する植物では、着葉期間はさまざま（約

5 0日から 27 0日まで）である。 5月中旬以降と遅く開芽する植物では、着葉期間はほ

ぼ 15 0日に収れんしてくる。なお早春植物（早春闘芽し、初夏には葉を落として休眠す

るもの）を点線で囲った。

図2はサクラソウ属の種類のみをピックアップしたものである。早く開芽した種で長く、

遅く開芽した種で短い着葉期間を示す。 3月中旬～下旬に開芽するソラチコザクラ、レブ

ンコザクラ、ユキワリコザクラでは 20 0日以上の着葉期間があり、 10月中旬以降にな

らないと葉は枯れない。一方4月中旬lこ開芽するサクラソウでは着葉期間は 10 0日以下

と短く、 7月中旬には地上の葉は枯れてしまう。このようにサクラソウ属では種特異的な

葉の展開・枯死特性があるようで興味深い。

（川端清見・菊沢裕二）
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王事ヌドヨF直!f'勿6つフェノ ロ乙；：；ー一三受 1 

番号 植 物 名 場所 開芽日 枯死日 番号 植 物 名 場所 開芽日 枯死日

1 ソラチコザクラ A 3/18 10－中 31 シュロソウ C 3/29 9－中

2 レプンコザクラ A 3/19 10－中 32 シロツメクサ C 3/29 12上

3 ザゼンソウ F 3/20 6－下 33 ヒダカミセパヤ A 3/29 11中

4 ヒメオドリコソウ F 3/20 5－下 34 ムラサキツメクサ C 3/29 11－中

5 ユキワリコザクラ A 3/20 10－下 35 ユウパリトリカブト A 3/29 10－下

B コJ、、コI'( B 3/22 11中 36 オオバナノエンレイソウ D 3/30 8－下

7 エゾノリュウキンカ F 3/23 7中 37 ギョウジャニンニク B 3/30 9－中

8 キショウプ F 3/23 12上 38 シロウマアサツキ A 3/30 11－上

9 チオノドクサ・ギガンテア A 3/23 5－下 39 チシマキンパイ A 3/30 11－上

10 アキザキクロッカス F 3/23 10下 40 フタナミソウ A 3/30 10－上

11 カキドオシ F 3/24 11－下 41 ボタンキンパイ A 3/30 9－下

12 スノードロップ F 3/24 5－下 42 ミヤマキンパイ A 3/30 10－下

13 ミズバショウ F 3/24 9－下 43 エゾオヤマノエンドウ A 3/31 10－下

14 エゾウサギギク A 3/25 11－上 44 オオヒラウスユキソウ A 3/31 11－上

15 タカネスイバ A 3/25 11－上 45 カタクリ B 3/31 5－下

16 ハルジョオン F 3/25 11中 46 キタノコギリソウ A 3/31 10－上

17 プリムラ－ロゼア A 3/25 11上 47 サマニユキワリ A 3/31 10－中

18 エンコウソウ F 3/26 12－下 48 シコタンハコベ A 3/31 10－中

19 セリ F 3/26 12中 49 シュムシュノコギリソウ A 3/31 10－中

20 フキタンポポ A 3/26 10－下 50 タカネウスユキソウ A 3/31 11－上

21 ミヤマオダマキ A 3/27 10－下 51 チシマアザミ C 3/31 9－下

22 アキタブキ C 3/28 11中 52 トリカプト属 B 3/31 10－下

23 アズマイチゲ F 3/28 6－下 53 ニンニク B 3/31 7－中

24 キリンソウ C 3/28 12－上 54 ヒダカイワザクラ A 3/31 9－下

25 クロミノエンレイソウ D 3/28 子中 55 ヒメナットウダイ A 3/31 9－下

26 シャク B 3/28 7上 56 フクジュソウ B 3/31 5－下

27 ジンヨウスイバ A 3/28 10中 57 ミヤマアズマギク A 3/31 10－下

28 タカネオミナエシ A 3/28 10－下 58 ミヤマオグルマ A 3/31 11－中

29 ダイコンソウ属 B 3/28 11－下 59 レプンサイコ A 3/31 11－中

30 キパナノアマナ B 3/29 7－上 60 アキノキリンソウ C 4/ 1 10－下

可
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亘書Eオ寸直~勿♂コフェノ C7 乙；：：一一云是 2 

番号 植 物 名 場所 開芽日 枯死日 番号 植 物 名 場所 開芽日 枯死日

61 アサギリソウ C 4/ 1 11－下 91 ホソパイワベンケイ A 4/1 10上

62 イプキジャコウソウ A 4/ 1 11－下 92 ムラサキウマゴヤシ C 4/ 1 11－下

63 ウラジロキンパイ A 4/ 1 10－下 93 メアカンキンパイ A 4/ 1 11－上

64 エゾオヤマリンドウ A 4/ 1 9－下 94 メマツヨイグサ C 4/ 1 11ー中

65 エゾノギシギシ C 4/ 1 10－上 95 ヤブカンゾウ C 4/ 1 9－中

66 エゾノシシウド C 4/ 1 11－下 96 ヨモギ C 4/ 1 11－中

67 エゾヘビイチゴ C 4/ 1 12上 97 レプンソウ A 4/ 1 11－中

68 エゾマツムシソウ A 4/ 1 12上 98 アオイスミレ F 4/ 2 12－中

69 エゾリンドウ A 4/ 1 10－中 99 イワヤツデ A 4/ 2 10－上

70 オオアワダチソウ C 4/ 1 9下 100 ウツボグサ C 4/ 2 11－下

71 キクノtクワガタ A 4/ 1 10下 101 ウラハグサ A 4/2 10－下

72 キジムシロ C 4/ 1 11下 102 エゾゼンテイカ B 4/ 2 9－上

73 コキンパイ A 4/ 1 11上 103 エゾノコギリソウ A 4/ 2 10上

74 コハマギク C 4/ 1 12上 104 エゾノコンギク C 4/ 2 11－下

75 シナガワハギ C 4/ 1 11中 105 オオタチツボスミレ F 4/ 2 12上

76 シロパナシナガワハギ C 4/ 1 10－中 106 オオハナウド B 4/ 2 7－下

77 セイヨウタンポポ C 4/ 1 12上 107 オタカラコウ B 4/ 2 11－上

78 セイヨウノコギリソウ C 4/ 1 11－下 108 オダサムタンポポ A 4/ 2 11上

79 セイヨウワサビ C 4/ 1 11－下 109 カナダオダマキ A 4/ 2 9－中

80 タチカメパソウ A 4/ 1 10－下 110 カラフトミセパヤ A 4/ 2 11－中

81 タツタソウ A 4/ 1 日中 111 クサフジ C 4/ 2 10－下

82 チシマウスユキソウ A 4/ 1 11上 112 シラネニンジン A 4/ 2 11上

83 チョウノスケソウ A 4/ 1 10中 113 スイバ B 4/ 2 11－下

84 テシオコサ’クラ A 4/ 1 9－下 114 セイタカアワダチソウ C 4/ 2 11－上

85 テンキグサ B 4/ 1 11－下 115 セイヨウオキナグサ A 4/ 2 10中

86 テンキグサ C 4/ 1 11－下 116 セントウソウ E 4/ 2 6－下

87 ノウゴウイチゴ C 4/ 1 11中 117 タカネグンパイ A 4/ 2 10－下

88 ヒメスイバ C 4/ 1 12上 118 タカネナデシコ A 4/ 2 11－中

89 ビレオギク C 4/ 1 11下 119 タルマイソウ A 4/ 2 10下

90 ヘビイチゴ F 4/ 1 11－下 120 チシマギキョウ A 4/ 2 10－下
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王寧2ドキ直＊勿じつつアエ／ノ Eコ乙J、一一云長 3 

番号 植 物 名 場所 開芽日 枯死日 番号 植 物 名 場所 開芽日 枯死日

121 チシママンテマ A 4/ 2 10－上 151 セイヨウミヤコグサ C 4/ 3 11－下

122 テシオソウ A 4/ 2 10－下 152 センダイハギ C 4/ 3 11－上

123 ニリンソウ 8 4/ 2 7－下 153 タカネツメクサ A 4/3 11－中

124 ノコギリソウ C 4/ 2 10－下 154 タチギボウシ 8 4/ 3 10中

125 ハクサンチドリ A 4/ 2 8中 155 ハルトラノオ A 4/ 3 11－中

126 ハクセンナズナ A 4/ 2 11上 156 パイケイソウ C 4/ 3 7－中

127 ハマハコベ A 4/ 2 10－下 157 ベニバナヤマシャクヤク 8 4/3 10－上

128 ヒナウスユキソウ A 4/ 2 11－上 158 ムシャリンドウ C 4/ 3 11－中

129 ヒメワタスグ A 4/ 2 9－中 159 アカソ C 4/ 4 11－上

130 フタマタタンポポ A 4/ 2 11－上 160 エゾエンゴサク C 4/ 4 7－上

131 ホウオウシャジン A 4/ 2 11－中 161 エゾクガイソウ C 4/ 4 9－上

132 マシケゲンゲ A 4/ 2 10－下 162 エゾタンポポ C 4/ 4 11－下

133 マルパトウキ A 4/ 2 11－中 163 エゾトウウチソウ C 4/ 4 11－中

134 ミヤマアケボノソウ A 4/ 2 11－上 164 クサノオウ 8 4/ 4 11－上

135 ヤクシマリンドウ A 4/ 2 10－中 165 クロユリ 8 4/ 4 7－下

136 ユキパトウヒレン A 4/ 2 9－中 166 ゲンノショウコ 8 4/ 4 11－中

137 アザミ属 8 4/ 3 10－上 167 コメガヤ C 4/ 4 11上

138 イプキトラノオ A 4/ 3 11－中 168 ゴゼンタチバナ A 4/ 4 10－上

139 イワミツバ C 4/ 3 11－中 169 サラシナショウマ C 4/ 4 10－下

140 エゾイヌナズナ A 4/ 3 11－下 170 ショウプ 8 4/ 4 10－下

141 エゾイラクサ 8 4/ 3 11上 171 シロヨモギ C 4/ 4 12－上

142 エゾウスユキソウ A 4/ 3 11－上 172 スギナ 8 4/ 4 10－下

143 エゾネギ 8 4/ 3 11－上 173 ツリガネニンジン 8 4/ 4 10－中

144 エゾノシモツケソウ C 4/ 3 11－上 174 トウギボウシ C 4/ 4 10－下

145 オオウパユリ C 4/ 3 9中 175 トウグブキ C 4/ 4 11－中

146 オオバコ 8 4/ 3 12－上 176 ネパリノギク C 4/ 4 11－中

147 キンミズヒキ C 4/ 3 11中 177 ヒレハリソウ C 4/ 4 12－上

148 クlレマ）＇＼ソウ 8 4/ 3 11－下 178 ビロードモウズイカ C 4/ 4 9－上

149 コウゾリナ 8 4/ 3 8－中 179 プタナ C 4/ 4 11－下

150 コジマエンレイソウ D 4/ 3 8－中 180 ヘラオオバコ C 4/ 4 11－下
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宣言L：：：，¢寸直!fe勿Uつフェノ℃コジ．一一事受 4 

番号 植 物 名 場所 開芽日 枯死日 番号 植 物 名 場所 開芽日 枯死日

181 マルパキンレイカ C 4/ 4 10－上 211 トカチフウロ A 4/ 6 10－上

182 ヤプニンジン F 4/ 4 7上 212 ニワゼキショウ C 4/ 6 11下

183 アキカラマツ B 4/ 5 10ー下 213 フランスギク C 4/ 6 9－中

184 アマニュウ C 4/ 5 9－下 214 ミヤマキンポウグ A 4/ 6 10下

185 アヤメ C 4/ 5 10中 215 ヤグルマソウ C 4/ 6 10－中

186 エゾノチチコグサ C 4/ 5 12－上 216 ユウパリキンパイ A 4/ 6 10－中

187 エゾフウロ C 4/ 5 9下 217 ワレモコウ C 4/ 6 10－中

188 エンレイソウ D 4/ 5 7中 218 ノプキ B 4/ 7 10－中

189 オニシモツケ B 4/ 5 11上 219 ユウパリソウ A 4/ 7 10－下

190 コンロンソウ C 4/ 5 10ー下 220 エゾルリソウ A 4/ 8 10－下

191 シラヤマギク C 4/ 5 9中 221 オオサクラソウ A 4/ 8 10－中

192 チシマフウロ B 4/ 5 10下 222 ネジバナ C 4/ 8 10上

193 ドクゼリ B 4/ 5 10中 223 イワイチョウ A 4/ 9 9－下

194 ハマフウロ C 4/ 5 10下 224 オオカサモチ C 4/ 9 9下

195 ヒオウギアヤメ C 4/ 5 11下 225 ミヤマハタザオ C 4/ 9 11ー中

196 ヤマゴボウ B 4/ 5 11上 226 アポイマンテマ A 4/10 10下

197 ヤマ｝＼）、コ C 4/ 5 10－下 227 イワギキョウ A 4/10 10－下

198 ヤマブキショウマ B 4/ 5 10一下 228 イワベンケイソウ A 4/10 9－中

199 ユウゼンギク C 4/ 5 11－中 229 ウラジロタデ C 4/1日 11－上

200 アブラガヤ C 4/ 6 10中 230 エゾノハナシノブ A 4/10 10－下

201 エゾニュウ C 4/ 6 10－上 231 エゾノヨロイグサ C 4/10 10下

202 エンビセンノウ A 4/ 6 10－下 232 エゾノレンリソウ B 4/10 11－上

203 オオハンゴンソウ C 4/ 6 10中 233 オオプキ B 4/10 11－上

204 カキツパタ C 4/ 6 12上 234 オトコヨモギ C 4/10 11－上

205 カノコソウ A 4/ 6 9－下 235 カセンソウ C 4/10 11－上

206 コウリンタンポポ C 4/ 6 12－上 236 カムイコザクラ A 4/10 8－下

207 ゴボウ B 4/ 6 11－下 237 カワラハハコ B 4/10 11上

208 シラオイエンレイソイウ D 4/ 6 9上 238 サクラソウモドキ A 4/10 10－下

209 シロオ、 A 4/ 6 10上 239 タカネセンブリ A 4/10 9上

210 ダイセットリカプト A 4/ 6 10－下 240 タカネビランジ A 4/10 11－上
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主主ヨドキ直＊勿Uワフェノ℃コ乙，J、一一云塁走 5 

番号 植 物 名 場所 開芽日 枯死臼 番号 植 物 名 場所 開芽日 枯死日

241 チシマアサギリソウ A 4/10 11－下 271 ウシノケグサ C 4/13 11－中

242 ナガパキタアザミ A 4/10 10－上 272 ウド B 4/13 9－中

243 ヒメイズイ A 4/10 10－上 273 エゾミソハギ C 4/13 10－下

244 ホソパウルップソウ A 4/10 8－下 274 オオイタドリ B 4/13 10－上

245 ホソパトウキ A 4/10 10－下 275 オオノアザミ C 4/13 10一下

246 ミソガワソウ C 4/10 10－下 276 オオパタチツボスミレ B 4/13 10下

247 ミヤマダイコンソウ A 4/10 9－下 277 オカトラノオ C 4/13 11－中

248 エゾオオサクラソウ D 4/11 10－中 278 キパナカワラマツバ B 4/13 11－下

249 エゾヒナノウスツボ C 4/11 9下 279 コウボウムギ C 4/13 10－中

250 オオアワガエリ C 4/11 12－上 280 スズラン B 4/13 9－中

251 オオヨモギ C 4/11 10－下 281 ゼンマイ B 4/13 10－下

252 ハマエンドウ C 4/11 11－下 282 ツルニンジン B 4/13 10－上

253 エゾオグルマ B 4/12 10－上 283 ハマボウフウ C 4/13 10－下

254 エゾキスグ C 4/12 9－中 284 ヒダカエンレイソウ D 4/13 9下

255 エゾゴマナ C 4/12 10－下 285 ムカゴイラクサ B 4/13 10－中

256 オオアマドコロ B 4/12 9－中 286 カモガヤ C 4/14 11－下

257 オオヒナノウスツボ C 4/12 11－中 287 カラマツソウ B 4/14 9上

258 オトコエシ C 4/12 10－下 288 クジャクシダ B 4/14 11－中

259 オミナエシ C 4/12 11－下 289 トカチエンレイソウ D 4/14 8－中

260 ガマ F 4/12 11－中 290 ドクダミ C 4/14 11－中

261 キジカクシ B 4/12 11－上 291 エゾカワラナデシコ C 4/15 11－下

262 クロパナハンショウヅル A 4/12 9－中 292 イワデンダ A 4/16 10－下

263 ゼンテイカ C 4/12 9－上 293 オクエゾサイシン A 4/16 11－上

264 タガネソウ C 4/12 10－下 294 キパナイカリソウ A 4/16 10－下

265 テンニンソウ C 4/12 10－下 295 ケエゾキスミレ A 4/16 9－下

266 マイヅルソウ B 4/12 9－下 296 サクラソウ D 4/16 7－中

267 ヤナギタンポポ C 4/12 11－中 297 ナガパカラマツ A 4/16 9－下

268 ユキザサ B 4/12 10－中 298 ミヤマエンレイソウ D 4/16 日中

269 イワオウギ C 4/13 11－上 299 メイゲツソウ A 4/16 10ー下

270 イワヨモギ B 4/13 11－下 30日 ヤプタバコ F 4/16 10－中
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真言Eオ寸直!t勿♂〉フェノロジ一一事是 6 

番号 植 物 名 場所 開芽日 枯死日 番号 植 物 名 場所 開芽日 枯死日

301 ヤマドリゼンマイ B 4/16 10ー下 331 トイシノヱンレイソウ D 4/22 7－下

302 キヌズfサギク C 4/18 11－下 332 ノハナショウプ C 4/22 10一中

303 ヨプスマソウ B 4/18 11－上 333 フサスギナ A 4/22 9－中

304 カラハナソウ B 4/19 11－上 334 マルパフジバカマ F 4/22 10－下

305 ハルユキノシタ A 4/19 11－中 335 オシダ B 4/23 11－下

306 モイワシャジン C 4/19 10中 336 クマガイソウ A 4/23 10－上

307 エゾオオバコ C 4/20 11－下 337 トリアシショウマ C 4/23 10－下

308 エゾキスミレ A 4/20 10－下 338 コウライテンナンショウ D 4/24 10－中

309 エゾミヤマクワガタ A 4/20 10－上 339 ノビネチドリ A 4/24 10上

310 オオパタケシマラン B 4/20 10－中 340 ミミガタテンナンショウ A 4/25 9下

311 オニユリ C 4/20 10－上 341 ムシトリナデシコ C 4/25 11中

312 コカラマツ A 4/2日 10－中 342 ハッカ B 4/26 11上

313 サワシロギク A 4/20 9－下 343 レプンアツモリソウ A 4/26 10－下

314 ヒダカソウ A 4/20 10下 344 ナガボノシロワレモコウ C 4/27 10－上

315 ヒトリシズカ E 4/20 10－下 345 エゾコウゾリナ A 4/28 11上

316 ヒメギボウシ A 4/20 10中 346 スズムシソウ A 4/28 9下

317 フトイ B 4/20 11下 347 チョウセンアサガオ B 4/28 11－上

318 ミヤマタネツケパナ A 4/20 9－中 348 ヒメイカリソウ A 4/28 10下

319 ミヤマダイモンジソウ A 4/20 10ー下 349 ミヤマクロスゲ A 4/28 10－下

320 ヨツノtヒヨドリ C 4/20 9－中 350 キツリフネ B 4/29 10一下

321 リシリソウ A 4/20 日中 351 クルマユリ B 4/29 9中

322 エゾスカシユリ B 4/21 9上 352 シナノキン｝＼イ A 4/29 9中

323 オオマツヨイグサ C 4/21 11中 353 ヒメシャガ A 4/29 11－中

324 キリギシソウ A 4/21 9上 354 ホテイアツモリ A 4/29 9－下

325 ハンゴンソウ C 4/21 10－中 355 リシリヒナゲシ A 4/29 10下

326 ヒヨドリパナ C 4/21 11上 356 ウンラン C 4/30 10ー下

327 フタリシズカ E 4/21 I 1上 357 キオン C 4/30 9－下

328 ヤナギラン B 4/21 9中 358 コオニユリ C 4/30 9－下

329 ヤマシャクヤク B 4/21 9－中 359 コマクサ A 4/30 10－上

330 ススキ B 4/22 11－中 360 ツリフネソウ B 4/30 10下

po 
つん
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番号 植 物 名 場所 開芽臼 枯死日 番号 植 物 名 場所 開芽日 枯死日

361 ハチジョウナ C 4/30 11－上 391 キクイモ C 5/10 11－上

362 ヒメマイツツレソウ A 4/30 9－中 392 クサソテツ B 5/10 11－上

363 ホソ｝＼ウンラン C 4/30 11－下 393 チシマゲンゲ A 5/10 10ー下

364 アポイギキョウ A 5/ 1 10－下 394 リシリゲンゲ A 5/10 10－下

365 サギソウ A 5/ 1 10－中 395 ワラビ B 5/10 10下

366 チャボカラマツ A 5/ 1 10－下 396 イワチドリ（白花） A 5/12 10－下

367 ナンプソウ A 5/ 1 9－上 397 ミヤマハンショウヅル A 5/12 10ー中

368 ハゴロモグサ A 5/ 1 11－上 398 クズ B 5/13 10－下

369 ハマヒルガオ B 5/ 1 10－下 399 ガガイモ B 5/14 11－上

370 フギレオオパキスミレ A 5/ 1 9－下 400 ムラサキモメンヅル A 5/15 11－上

371 ミヤマノギク A 5/ 1 11－中 401 カラスビシャク C 5/18 9－下

372 モミジカラマツ A 5/ 1 10－下 402 ヤプマメ B 5/26 9－中

373 サワギキョウ C 5/ 2 9－下 403 エゾフユノハナワラビ B 8/15 12一上

374 シソパキスミレ A 5/ 2 11－上

375 ダイセツイワオトギリ A 5/ 2 11－中

376 オヨベギキョウ A 5/ 3 10一下

377 コアニチドリ A 5/ 3 9－下

378 ダイセツヒナオトギリ A 5/ 3 11－中

379 キキョウ A 5/ 4 10－上

380 タカネヤハズハハコ A 5/ 4 11－中

381 イヌキクイモ C 5/ 6 9中

382 タカネニガナ A 5/ 6 10－下

383 ヒダカキスミレ A 5/ 6 9－中

384 ヤクシマショウマ A 5/ 6 10－下

385 イケマ B 5/ 7 10ー下

386 クサレダマ C 5/ 8 10－下

387 スミレ C 5/ 8 10－中

388 セナミスミレ C 5/ 8 10－下

389 ナギナタコウジュ B 5/ 8 8－下

390 ホオズキ B 5/ 8 12－上
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皿－ 2 圏内植物開花記録

表 1

番 植 物 名
開花日

議翌日

積 算 温 度

号 Scientific Name 5。C 。。C
Hマ'amンaサmeクlis in:仰 iica 3/10 3/14 0. 0 12. 2 

2 H主ど'amナaマmeンLisサ11Wクllis 3/19 3/19 0. 0 26. 8 

Hマa，.ルnaパmeマLisンja仰サク仰 var. obtusa.ta 3/24 3/24 0. 0 30. 4 

4 エHゾhaノρaリLuュsirウ1SキンカCa var. bar』hei 3/24 3/28 0. 0 30. 4 

5 Aフhクnジュソウ 4/ 3 3/26 20. 4 97. 5 is ra11Wsa. 

6 /j,ηタlhrク'01ltリumja戸micu”z 4/ 3 4/12 20. 4 9 7. 5 

ぶ必 11ktギ 4/ 5 4/11 31. 2 118. 3 

五品ιfam恥加ticasubsp.タzoensis 4/ 7 4/ 9 31. 2 124. 9 

9 Lミysズichuノイonシtョa,iz，ウlsc.加』cense 4/ 8 4/13 31. 2 128. 1 

10 
：ず少坤ゼloンca：ソゆ1ウ'1S f oetidus 可ar. latぬsimus 4/ 9 4/11 3 3. 2 13 5. 1 

11 Zふ二／rta:l:ana 4/14 4/11 3 3. 3 154. 3 

12 ltゐ九ぶナノキ 4/17 4/17 34. 9 168. 3 

13 Tエri／.ンLiuレmイapソetaウIon 4/17 4/18 34. 9 168. 3 

14 6キ記1g，パωナ1ノ：deaアマナ 4/18 4/14 3 5. 8 174. 2 

15 ハ日mル出ニjaレ仰 iica 4/19 4/12 41. 9 18 5. 3 

1 6 Mキag,，タωコLiaブpraシecociss台陥 var. 加realis 4/22 4/23 50. 7 209. 1 

17 Ber-::iゐ均ll棚 ja：伽 icum 4/24 4/19 54. 6 2 2 2. 7 

18 TコriジlliuマmエsmンalレIiiイソウ 4/27 4/18 6 5. 0 248. 1 

19 ちふよef/1主：na／岱 4/27 4/21 6 5. 0 248. 1 

20 Tシriロlliu1ノぜnナlsエc加ン1WSレkiイzソウ 4/27 4/28 6 5. 0 248. 1 

21 ニ リンeソIクtaCC Anemon ida 4/28 4/26 7 2. 3 260. 4 

22 MハalJr<クωモ1切クhレeplajン抑ta 4/28 4/28 7 2. 3 2 60. 4 

23 
を：taラucuネiiuアmオpイabnalum 4/28 4/28 7 2. 3 260. 4 

※平均開花日は1987年～1991年の 5年間の開花日の平均
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表2

番 植 物 名
開花日

員翌日

積 算 温 度

号 Scientific Name 5。C 。。C

24 
hテu，シiuマSザniptクmラiica var. kurilensis 5/ 5 4/28 8 6. 3 309. 4 

25 Pエn脱ゾ出ヤsマeザgenクtzzラ 5/ 5 4/29 8 6. 3 309. 4 

26 Aモ1ag,.ク＇LOレliaンqui,uzuepeta 5/ 9 5/ 3 10 3. 3 346. 4 

27 
丹オ閉ヒ山ョ tウriloモbaモvar. iうetzoldii 5/11 5/ 7 117. 2 3 70. 3 

28 
品クゆロフdenネdriツrmツSC，ジ・hlippen拘chii 5/15 5/11 14 7. 5 420. 6 

29 砂ハcクhisサaシ：isチtataドリ 5/16 5/13 15 7. 8 4 3 5. 9 

30 Aアesメculリusカglaトbriチaノキ 5/20 5/13 19 6. 9 4 9 5. 0 

31 Qク少マripカdーiイumソjaウ仰nicum 5/20 5/18 19 6. 9 495. 0 

32 Aハ1aナ回カMイIliaド1Uウ'l 5/20 5/18 19 6. 9 4 95. 0 

33 るh川2ntheンtrヰ・uaビrmネala 5/21 5/16 20 5. 1 508. 2 

34 tェJruゾnuノs仇ウULヲusミズザクラ 5/22 5/17 212. 7 5 20. 8 

35 ωスmスaラ：liarンia keiskei 5/23 5/22 219. 1 5 3 2. 2 

36 sムyラing，サaキ四ハ/garシisドイ 5/24 5/20 22 6. 5 5 44. 6 

37 
Aシntャhriクscus sylvestris 5/25 5/21 234. 9 558. 0 

38 見ンロノ〉ヰ 5/30 6/ 3 lentil/a ticosa var. rig仇 27 5. 9 624. 0 

39 島忍jム五 'auk~ 6/ 5 6/ 2 33 6. 8 714. 9 

40 iキa伽ンmグuサm リanagyrouks 6/ 5 6/ 4 33 6. 8 714. 9 

41 sヒ,yrγ飢gラaヤenwハdiシドイ 6/10 6/ 5 39 0. 3 7 9 3. 4 

42 励ハ。クdodサmンdr，シmャbrクachy，ナcゲaゆum 6/14 6/ 4 43 3. 7 8 5 6. 8 

43 AエlliゾumネSC.ギh、:oenφrasum 6/26 6/25 5 7 0. 5 1053. 6 

44 sナleiッoarツtiaバpキs仰 do-camellia 7/ 8 7/ 9 7 5 9. 2 1302. 3 

45 
Lオiiiオumウcパ・ordユatuリm var. glehnii 7/13 7/12 813. 1 1395.0 

46 Aエc:oゾnituトmリカブト 8/14 8/12 yezoense 1322. 5 2050. 6 

47 ba以etマンサク 10/ 8 10/ 6 2016. 8 3019. 9 mrg，飢 wnα

※ 平均開花日は1987年～1991年の 5年間の開花日の平均

（川端清見・菊沢裕二）
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N-1 温室に保存されているユリ科植物一覧

当温室で育成保存しているLiliaceae（ユリ科）に含まれるものはAgapanthus,A 1 buca, 

Aloe,Asparagus,Aspidistra,Bowiea,Chlorophytum,Drimiopsis,Eucomis,Gasteria,Hawor-

thia, Ledebouria, Ophiopogon,Rhodea, Tulbaghiaなど 15属である。変種品種を含め 40 

種余りを栽培育成中である。

大型に育ち丈夫な種類は温室内に直接地植えで育てているが、中・小型種は鉢植えで管

理している。鉢栽培では数年に一度株分け植え替えが必要となるが年次計画で行うよう配

慮し種の保存に努力中である。

Aloeの仲間は栽培暦の古い株があり開花率も高く種の特徴もはっきり現れるため、今後

ら保存に努力していきたい。

Gasteria,Haworthiaなど多肉植物の種の収集に心がけていきたい。

（荒井道夫）
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．品ミ之．

子 名 和 名 裁措形態

Ae:,，仰れ附υj財団nusHOFF附． ｜ムラサキクンシラン ｜糊

A. orien句tisLEIG附ON ｜アガパンサス ｜鉢植・地植

働 側仙 川.E. BR. ｜ア似カ ｜姉

Aloe arbores,ens MI LL. ｜キダチロカイ ｜糊・雌

A. or防白閉店 CV. Variegala HO RT. ｜フイリキダチロカイ ｜鉢植

A戸rmMILL. ｜アオワニ（青鍔） ｜ 地植

千~~·一一－ ~-- ~~日~~_ そ子こ_ C_A~!~R- ＿一一ー ー一一｜ーち主？竺三伊平即一一一一一一一一｜苧早；虫干
A. marlothii A. BERG. lオニキリマル（鬼切丸）

A. ,wi,ilis HAW. フヤジョウ（不夜城） 鉢植・地植

A pli回 tilisMILし ｜ゴジユウノトウ（五重権） ｜ 地植

A. saponaria HAW. ｜シャボンロカイ ｜鉢植・地植

A. so炉 開 閉 var. latifolia I ｜鉢植－地植

A. stria ta HAW. ｜ホソパキダチロカイ ｜鉢植・地植

A vera L. ｜ロカイ、シンロカイ ｜ 糊

AsJ<l暗闇 a卯崎地sDRUCE ｜クサナギカズラ、スマイラックス ｜鉢植

A. /a/cal出し ｜ヤナギパテンモンドウ ｜鉢植

A pl,mum日 BAKER ｜ハネボウキ ｜鉢植

A pl，刷。 明日 var.nam,s NICHOLS. ｜シノブボウキ ｜鉢植

A.ゆret管官1REGEL. 

A学idistraelatior BLUNE 

スギノハカズラ 鉢植

鉢植ノ、ラン

A. elalwr CV. Va円~ta HORT. フイリノ、ラン 鉢植

Bo柑間 開lubilisHARV. 

α防。,pity悦 棚田m居間 BA阻R

タマツルグサ、ソウカクデン（蒼角殿）

鉢植

鉢植

A. elatior CV. Pu市白taHORT. ホシハラン

オリヅルラン 鉢植・地植

C. co開国側 cv.Pich<ralutn HORT. ｜ナカフヒロハオリヅルラン ｜鉢植・地植

C. cor,間 開 CV. Vari伊 ，turnHORT. ｜ソトフオリヅルラン ｜鉢植－地植

Drimゆ uk耐 BAKER I ｜鉢植

E肱酬is仰皿tataL’HER. ｜ホシオモト ｜鉢植

E. tmdulata AIT. 鉢植

鉢植E. zamb田ia，国 REICHB. F. 

白 steriacrmu:heri BAKER 鉢植

G. ma口・，btaHAW. スミホコ（墨鉾）

鉢植

鉢植

G. hybritla 

H印刷川Mfascia/a貼VI. ｜ジユウニノマキ（十二の巻） ｜ 地植

H. I出

Lゆ z問 s悶 ali臼 J P. JESSOP (s口h 附 b閣則TC的 ｜ ｜鉢値

伽 岬,gonjaburan LODD. CV. A棺州側I同日間RT. ｜シロシマノシラン ｜鉢植 ・地植

0.回P岬吋ic出 KER. GAVIL. 

Roh仰向仰問 ROTH

TuJ同曲目斤旬開問 VERD.

ジャノヒグ、リュウノヒゲ

オモト

ツルパキア

一
向
一
縦
一
一
間
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性状｜高さ（拡）｜葉長｜葉幅 原 産 山
也

『

T
a
，

常緑宿根草 0. 8-2cm ｜南アフリカ

常緑宿捜草

30-80cm 

30-lOOc田

20-35c圃

20-40c皿 1 2. 5c皿 ｜南アフリカ

球根状多年草 I 50-lOOcm 
木立状大型多肉植物｜ 20-250cm 

木立状大型多肉植物

木立状大型多肉植物

旬旬状多肉植物

10-lOOc皿

80-300c皿

10-30cm 

20-40c田 I 2-3c田 ｜南アフリカ・ナタール

10-60c田 I 1-5c田 ｜東南アフリカ

10-20c皿 I 1-4c皿 ｜園芸種

30-60c皿

3-5c阻

7-15c田 ｜南アフリカ

10-15cm ｜マダガスカル

木立状 ｜ ｜ ｜ ｜南アフリカ、トランスパール

木立状多肉植物 I 10-soc圃 I 10-1sc圃 I 2-4c皿 ｜南アフリカ

木立状大型多肉植物 1 80-300c圃 I 15-40c皿 I 3-4c皿 ｜南アフリカ、ケープタウン

座状大型多肉植物

座状大型多肉植物

座状多肉植物

木立状多肉植物

40-150c圃

40-150cm 

40-lOOc圃

10-50c圃

10-25c皿

10-15c皿

20-40cm 

30-50c圃

3-6c阻 ｜南アフリカ、ナタール、ケープ東部

3-6c田 ｜南アフリカ、ナタール、ケープ東部

5-15cm ｜南アフリカ、ケープ

5-8c田 ｜イ ンド、アラビア、北アフリカ、カナリー諸島

0.6 2c皿 ｜南アフリカ蔓性多年草 30 150cm 1 4c田

半蔓性多年草 I 100 400c阻 I 4 Be皿 I o. 2 o. 3c皿 ｜熱帯アジア、セイロン、南アフ リカ

蔓性多年草 I 50-200cm I 0. 3-0. 5c皿 ｜ ｜南アフリカ

蔓性多年草 I 30 100cm I 0. 3 0. 4c皿 ｜ ｜南アフリカ

蔓佐多年草 I 30-lOOcm I 1-3cm I 0. 1-0. 2c皿 ｜南アフリカ、ナタール

常緑多年草 I 40-70cm I 40-70c111 I 3-lOc圃 ｜中国

常緑多年草 I 40-70cm I 40-70c皿 I 3-lOc皿 ｜園芸種

常i最多年草 I 30 60c皿 I 30 60c田 I s-6c皿 ｜園芸種

球主状蔓性多年草 I 100 200c皿 ｜ ｜ ｜アフリカ南部

根茎状常緑多年草 2-4c皿 ｜南アフリカ

恨茎状常緑多年草

根茎状常緑多年草

15 40c圃

15 30cm 

15-20cm 

20-50c田

20-50c圃

15-30c皿 I 0. 8-1. 2cm ｜南アフリカ

2-4c皿 l南アフリカ

鱗茎状多年草

球根状多年草

球根状多年草

球根状多年草

常緑多年草

常緑多年草

常緑多年草

常緑多年草

常緑多年草

鱗茎状常緑多年草

常緑多年草

常緑多年草

常緑多年草

球茎性多年草

10-25c• 

30 50c• 

20-30cm 

30 50cm 

10-30c• 

10-15c圃

10-30c圃

20-30c皿

10-15c11 

20-30c圃

8-15c圃

15-50c・
50-55c・

10-!Sc皿 I 3-Sc阻 ｜南アフリカ、ザンジパル

30 50c阻 I 4-Be田 ｜南アフリカ

20 30cn 

30-50c11 

10-30c11 

10-15cm 

3-4c田 ｜南アフリカ

カ
一
カ

H
J

一
川
ソ

フ
一
フ

ア
一
ア

南
一
南

E

一
圃

p
u

一
p
u

－－
aa 

2 3. Sc田 ｜南アフリカ

10-JOcm I 1 Jc皿 ｜南アフリカ、ケープ

3-6c圃 I o. a-1. 3c阻 ｜南アフリカ、ケープ

3 4c圃 I 1. s uc回 ｜南アフリカ、ケープ

川 C田 I 1-3c固 ｜南アフリカ

15-JOc圃 ｜ 日6-lc皿 ｜日本

8 20c圃

15-70c圃

30 45c圃

0.2c皿 ｜中園、日本

3-lOcm ｜日本

1-2c阻 ｜南アフリカ
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V-1 気象記録

月別平均気温
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-41トー平絢
－－ー－－最高平均
一企 ー最低平絢

-10 
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

年平均気温 8. 9℃ 最高気温 30. 6℃ 最低気温 -12. 3。C

（計測機器不調のため気象庁のデータを使用）

積雪量
120T－ーーーーーーーγ ーーーーーーー－, －ーーーーーー－，-- - I ’ 

100＋ー ー 一；一 ーーー－-「一一一一－：－--------•- rt~ -

80＋ーーーーーーーーー；ーーーーーーーーー；ーーーーーーーーートーーーーーーーー唱 ーー ‘，
l
』

呂田＋一一一一十

組＋ーーーーーーーー十ー ーー ー；－－ t －~戸イー以ー一 ー ー－~－－ーーーーー－ト－－－ーーー ー ー－：~－ －ーーー －！

20 ー－ T －ーーーーーーーー，－ーーーーーーー－, －ーーーーーーーー「ーーーーーーーー－，ーーーーー－・

’ 
0 
11/2512/ 512/15 12/25 1/ 4 1/14 1/24 2/ 3 2/13 2/23 3/ 5 3/15 3/25 4/ 4 

月日

計測地点：北ローン

（菊沢裕二
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V 2 質問 相談応答記録

1 9 9 2年の総質問件数は 22 3件であったが作業の合間での応答のため、対応しきれ

なかった相談が多数ある。今回相談項目や相談者に不明が含まれているのは記録漏れによ

るものである。

相談の傾向としては、春先に電話による個人の栽培管理法が多く占めるが、その他の時

期には報道機関の季節ネタやニュースソースとしての価値や話題性の確認も多い。

受付方法
FAX 

相談者分類
不明

話

（林忠一）

n
w
d
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VI - 1 入園者統計および入園料収入

入園者数

4月： 5月： 6月： 7月； 8月； 9月； 10月： 11月： 12月： 1月： 2月； 3月｜絹

ー娘大人；人員 ｜ 415 : 18,865 : 21,810 : 19,664: 25,222: 16,005 : 11. 4ll : 658: : : : ド14,069 
－ーー一一－r一一一一寸一一ーー－r－ーーー吋ーー -r - I －ーーマーーーー－，－ーーーー守ーーーーー，ーーー一一一、ー一一一一「ーーーー「ーーーーー「ーーー
一般，h,人l人員｜ 17 : 2, 666 : 叩： 1. 240 : 4. 129 : m : 2a1 : 37 : : : : I 9, 998 
－ーー一一ー「一一ーー寸ーーーーートーーー 寸ー 令 ーー，ーーーーー＋ーーーー－，－ーーーー＋一一ーー－，ーー一一－a一一一一ートーーーー吋 ーー四 r--
巨体大人：人員｜ 0 : 540 : 1, 128 : 912 : 210 : 591 : 245 : 。： : : : I 3，臼6
－ーーー一－e一一一ー寸一一一ーートーーーーィーーーーー争ーーー－_, －ー ＋ ー’ー ーー＋ ーーーー’ーーーーー寸ーーーーード一一一ー→ーーー一－r－ーーー
田本，h,人：人員｜ 0 : 457 : 536 : 371 : 34 : 420 : 150 : 。： : : : I 1. 968 

温室 ；人員 I1. 095 : : 126 : 377 : m : 1. 154 : 1, 105 I 5, 568 

無 （大人｜ 930 : 153 : 129 : 65 : 26 : 56 : 98 : 。： : : : I 1. 457 
ドー：ーーー」ーーーー＿L ____  ＿；＿ 一一一－L一一ーー＿，_____ _i＿ーーーー」ーーー＿，＿ーーー＿ L －ーー」ー－ L - - _1＿ーーーートーーーー

料 ： I以 I186: 2.141: 1.001：蹴； 1.300: 939 : 1. 019 : 26 : : : : I s. 384 
. －ι－ー」ーーーー＿ L____ J＿ー一一ーム一一一ー－＇ーーー ー＿，＿ーーー－L－ーーー」ーーーー－L--- －＇－ーーー－・ ---' - ト－－

入 H駄職員 2 : 212 : m : 16 : 11 : 65 : 53 : o : : : ; I 叩
τごー：c’ご Jーーーー＿ 1.____  J _____ J._ ーー’ .1__  -L __ .J －ーしーーーーJ__ --L －－－－ －•ーー ーー ー ι ー ー 一一ー

闘倣制 45: 1, 752 : 988 : 772 : 615；制： 560 : 72 : : : : ｜玩292

信十 1 I 2.剛： 26，四： 2刊 0: 23, 986 : 31, 687 : 19, 279 : 13，四i1, 519: 377 : 511 : l, 154 : 1, 705 ~50，脱

注） 1. 無料入園：大人（団体等の引率者）

小人（小学生未満の乳幼児）

その他特別に許可された大人・小人

北大関係：身分証明書、学生証等を提示した教職員・学生等

2. 温室のみの開館は4月1日～ 28日までと 1 1月4日～ 3月31日まで

4月

一般大人

8干4氾

¥166，α）（） 

一般小人

8¥2.80 

事4,7印

入園料収入

団体大人

8¥3却

刊

団体小人

。￥220

刊

温室

。￥110

¥12.0 ,4田

用別小計

￥却1,210

5月 I¥7 ,546,000 I ¥746,480 I ¥178,2.00 I ¥100,540 I I ¥8 ,511,22.0 

6月 ｜鞄，724,000I ¥253,9印 I ¥372,240 I ¥117,9却 I I ¥9，鍋，I却

7月 I¥7 ,865， 側 ｜ 制1,200I ¥300，蜘｜鞄1,620I I 鞄，5缶，3剖

8月 I no ，伎~，敏治 i ¥1,1日，1釦 ｜ 事69，まJOI 事7,4田 1 I ¥11,321, 100 

9月 ¥6,402，α）（） ¥2.00,200 ¥1箔，O却 ¥92,400 開，綬抱.6却

--:-~-~- -~ --~\:~: 1-----~::-}: t一一一向宅｜一一切引－---¥79.-860-~ －戸£；：

12月 干41,470 ¥41,470 

1月 ￥日，210 ￥日，210

2月 ¥126，担O ¥126,940 

3月 干187,5田 ¥187,550 

岡目別小間路島7，側｜ 弘明，ω ｜ ¥1,196，悶 事担2,9印 事612,4田 ｜￥印刷，側
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植物園の一年

4月29日 開園日、「みどりの日」無料開放

5月26～ 研究部・庭園部、日高、釧路、根室地方に植物採集

2 9日

7月 6～ 高橋、国際学術研究「気候変動がシベリア永久凍土地域の凍土圏・生物園

8月 19日 に与える影響の研究（低温研福田教授代表）」の一員としてシベリアに出

張

7月 16～ 冨士田、 「海岸草原の維持管理に関する生態学的研究」の現地調査のため

8月 1日 サハリンへ出張

9月 13～ 冨士田、 「第4回国際湿地会議」 （オハイオ州立大学、コロンパス、 u.s. 
2 3日 A.）に出席

9月 15日 宮部記念館開館

1 0月22日 国際樹木学会（ 1 5名）巡検（東大資料館大場博士同行）

植物園職員研修会

2月 5日高橋助教授

1 2日津久井技官

1 9日大学院生西坂さん

3月 5日 博物館沖野技官

1 1日 生越園長

「絶滅危倶種の保護」

「ハマハコベの雌雄異株性と送粉様式」

「‘海岸草原植生の維持・管理に関する研究」

一小清水原生花園における火入れ実験一

「オーストラリア旅行記」

「もうひとつのアラスカJ
一東南アラスカの自然と人一

「インドネシア旅行記」

1 9日 低温科学研究所 佐藤助手「シダ植物J
2 6日 冨士田助手 「サハリン」
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植物園職員 Staff of the Botanic Garden 

園長 Director 

生越 明 Dr. Akira Ogoshi 

研究・教育部門 Research section 

高橋 英樹 Head Dr. Hideki Takahashi 

富士田裕子 Dr. Hiroko Fujita 

簾内 恵子（農学蹴倒環境・備系糊管理担保存揃主任） Keiko Sunouchi 

庭園部門 Garden section 

山形 剛三（農学鰍僻賊・間隔植物管理服） Head Gozo Yamagata 

川端 清見（！学轍鮒環境・固有系植物管理由管理蛸主任） Kiyomi Kawabata 

菊沢 裕二（農学轍鮒蹴・間隔植物管理店管理技鰍衛官） Yuji Kikuzawa 

津久井 孝博（農学轍制服・備系植物管理組管理技師締官） Takahiro Tsukui 

稲川｜ 博紀（農学部蹄部環境・備系植物管理店保存蹴技師） Hironori lnagawa 

櫛引 英二 Eiji Kushibiki 

温室部門 Greenhouse section 

荒井 道夫（農学制嗣蹴・個師技師長） Head Michio Arai 

林 忠一（I宇部姉部職・間隔植物管理車保存技師技術官） Tadakazu Hayashi 

吉川 誠 Makoto Yoshikawa 

事務部門 Office section 

掛 長武塙

主任加藤

岡崎

晃 HeadAkira Takehana 

邦男 Kunio Kato 

睦夫（農学部技制作物・分析系共同制刷機械姉主任） Mutsuo Okazaki 
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